
国立病院機構釜石病院の現状と今後について

令和８年9月8日

独立行政法人国立病院機構・医療法人楽山会



２. 施設の老朽化
〇 病棟は昭和40、50年代に建築され、築45～57年経過しており、今後も使用する場合、大規模な改修が必
要な状態。

１. 釜石病院の概要
○特色
重症心身障害児(者)の診療と療育、脳血管障害患者の診療とリハビリテーション、神経難病、てんかんを
中心とした小児神経・神経疾患に関する診療を行っている。

○沿革
昭和２８年結核対策の一環として国立釜石療養所として創設、昭和４３年より重症心身障害児診療を開始、
昭和５５年に脳卒中リハビリテーション専門病棟を新設、平成６年結核病棟を休棟、
平成１６年独立行政法人国立病院機構へ移行

○運営病床数（R8.6.1現在） ※R8.6.1に障害者病棟100床→50床に削減
１３０床（障害者病床（脳卒中リハビリ）５０床、重症心身障害児（者）病床 ８０床）

○常勤職員数（R8.6.1現在）
１３８名（うち医師３名、看護師８１名、療養介助職１７名）
※医師については、このほかに期間職員（週３５時間勤務）として２名が勤務。

＜主な建物＞

（独）国立病院機構釜石病院の現状について
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建物名称 構造 階数 延べ面積（㎡） 完成年月

外来管理治療棟 RC 2 1,624.36 S56.11.1

サービス棟 RC 2 1,045.00 S54.10.1

機能訓練棟 RC 1 561.00 S56.2.1

第１病棟・第２病棟 RC 2 1,811.52 S55.10.1

第３病棟 RC 1 1,204.67 S54.5.1

第５病棟（重心病棟） RC 1 713.88 S46.3.1

第６病棟（重心病棟） RC 1 704.58 S43.3.1

療育訓練棟 RC 1 198.45 S53.5.1

保育所 RC 1 174.32 H25.1.18



３. 人材確保が困難

○ 医師について、確保が困難な状況が継続（常勤医師・期間医師の平均62.2歳）しており、将来にわたっ
て継続して確保することは困難と考えている。

○ 看護師についても、全体数は年々減少しており、令和８年度の新規採用職員数は０人であった。
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４. 患者数の減少

〇 看護師不足等により脳卒中後遺症等の入院患者の受入を制限しているため、患者数は減少している。
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（独）国立病院機構釜石病院の現状について



５. 経営状況の悪化

〇 看護師不足等により入院患者の受入を制限している影響から、近年、経営は年々悪化し、令和6年度以降、

医業収支は2年連続で赤字となっている。

〇 なお、国立病院機構（以下「NHO」という。）は国からの運営費交付金を受けておらず、運営に係る費用は

診療報酬等の自己収入で賄っている。
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（独）国立病院機構釜石病院の現状について

H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

経常収支（百万円） 78 60 49 73 111 102 ▲ 24 51 ▲ 67 ▲ 16

医業収支（百万円） 96 80 63 89 104 121 ▲ 11 43 ▲ 63 ▲159

１日平均入院患者数（人） 173.4 174.4 174.4 174.6 174.1 172.9 170.3 169.9 167.1 149.8

病床利用率（％） 96.3% 96.9% 96.9% 97.0% 96.7% 96.0% 94.6% 94.4% 92.9% 83.2%

運営病床数（床） 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180



＜NHO釜石病院の課題とこれまでの経緯＞

○ NHO釜石病院は、医師を継続して確保していくことは難しく、看護師確保も益々困難になることが

想定される中で、将来にわたって安定的に運営を継続することは困難な状況にあります。

○ また、病棟は老朽化のため大規模な修繕が必要な状態ですが、今後の運営の見通しが立たない中で

整備することはできないため、法人として、NHOの他病院との統合も止む無しと考えていました。

○ こうした現状をNHO釜石病院幹部と共有する中で、入院中の重症心身障害児(者)の半数以上の方の

居住地が釜石市を含む沿岸部となっていることや、病院職員の多くが釜石市周辺に居住していること

等から、まずは、NHO釜石病院の診療機能を近隣の医療機関に承継いただけないか検討することにな

りました。

＜診療機能の承継に向けた検討＞

○ NHO釜石病院の近隣で医療機関を経営する医療法人楽山会（以下「楽山会」という。）にご相談した

ところ、

・人口減少が続く中で、今後の釜石では限られた医療資源を有効に活用していくことが重要であり、

地域の医療機関・関係者が助け合ってNHO釜石病院の診療機能を維持していく方向性は理解する。

・ただし、楽山会が機能を承継する場合、NHO釜石病院の職員のうち病院運営が可能な数の職員が

残るのか、また、NHO釜石病院の建物を無償又は低廉で使用できるのかが正確に分からないと承継

の可否の判断は難しい、との意向が示されました。
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現在の課題と今後の対応について①



＜地域医療連携推進法人における議論について＞

○ 釜石地域では、本年４月に、既存の医療資源を最大限に活用しながら医療機関相互の連携を強化し、

持続可能な地域医療提供体制の構築を目的として、NHO及び楽山会のほか、市内の病院（県立を除

く。）、医師会、市が参画する地域医療連携推進法人釜石スクラムメディカルネット（以下「釜石ス

クラムメディカルネット」という。）が設立されています。

○ 先般、NHO釜石病院の状況と診療機能の承継について、釜石スクラムメディカルネットにおいてご

議論していただいた結果、

・ NHO釜石病院が担う診療機能（重症心身障害に関する専門的な医療機能及び脳卒中後遺症リハビ

リに関する専門的な医療機能）は地域に必要であるとの意見で一致するとともに、

・ せいてつ記念病院（回復期機能、慢性期機能）や介護老人保健施設を運営する楽山会への釜石病

院の診療機能の承継（※）について、両法人間で協議することについても同意されました。

（※）せいてつ記念病院とは物理的な距離が近く、両病院間での連携が取りやすいと考えられることや診療機能も近く、機能の承継

がより円滑に進むことが期待されるため。

＜楽山会との協議について＞

○ 釜石スクラムメディカルネットにおける議論の内容と、NHO釜石病院の診療機能の承継について

NHOと楽山会とで協議を行うことについて同意いただいたことを受け、両法人間で協議に関する基本

合意書（次ページ参照）を締結しました。

○ 今後、NHOと楽山会との間で協議を行い、令和8年度末を目途に結論を得たいと考えています。
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調整会議現在の課題と今後の対応について②



NHOと楽山会との間で、NHO釜石病院の診療機能を楽山会が承継するための協議に関する基本合意書を締

結しました。また、本合意書については、釜石市長及び釜石医師会長にもご確認いただいています（確認者とし
て記名押印）。
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協議に関する基本合意書について

事項 内容

目的 釜石病院が担う診療機能を地域に残すことができるよう協議を行うために必要な事項を定める。

協議事項

・ 承継する診療機能、病床数について
・ 楽山会に勤務する釜石病院の職員について（処遇等）
・ 職員及び入院患者（※）に対する意向調査について （※）重症心身障害児（者）及びその家族をいう。以下同じ。

・ 機能の承継に必要な建物等の固定資産について
・ 機能の円滑な承継のために行う対応について
・ 機能の承継に関する合意書の内容について

意向調査

・ 職員及び入院患者に対する意向調査の結果は、楽山会に報告する。
・ 職員に対する意向調査の実施前に、楽山会は釜石病院の職員を雇用する場合の処遇等を示す。
・ 入院患者に対する意向調査は、職員に対する意向調査の結果を踏まえ、機能の承継の実現の可能
性があると判断したときに実施する。

その他
・ 秘密保持
・ 協議の期限（令和９年３月３１日）
・ 協議の終了（上記の期限前であっても双方協議の上で、協議を終了することができる）



人口推移 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 入院患者数の推移 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

0～64歳 23,098 20,218 17,522 15,021 12,829 10,967 0～64歳 1,259 1,121 994 860 731 618

65歳～74歳 6,386 5,396 5,157 4,871 4,397 3,751 65歳～74歳 1,071 903 863 816 737 629

75歳以上 9,420 9,439 8,696 8,051 7,507 7,039 75歳以上 1,651 1,658 1,568 1,405 1,281 1,217

合計 38,904 35,053 31,375 27,943 24,733 21,757 合計 3,981 3,682 3,425 3,081 2,748 2,463
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（参考）釜石構想区域の人口予測・患者数予測

・釜石構想区域の人口は約3.9万人であり、2050年には約2.2万人（2025年比で約56％）まで減
少。

・実入院患者数は約4,000人であり、2050年には約2,500人（2025年比で約62％）まで減少。
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